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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レチノイドの改善された安定性を有する局所化粧組成物であって、
　ａ）水中油型エマルションの形態の皮膚科学的に許容可能な担体と、
　ｂ）プロピオン酸レチニルであるレチノイドと、
　ｃ）カプリン酸／カプリル酸トリグリセリド、シクロメチコン、ジメチコン、又はこれ
らの混合物である油であって、油とプロピオン酸レチニルとの重量比が、５：１～５０：
１である、油と、
　ｄ）セテアリルグルコシドである乳化剤であって、油と乳化剤との重量比が、４：１～
５０：１である、乳化剤と、
　ｅ）脂肪アルコールであって、脂肪アルコールと乳化剤との比率が、１：１～１１：１
である、脂肪アルコールと、
　ｆ）０．０１％～５％の超吸収性ポリマーであって、それ自体の重量の２０～２０００
倍の範囲の吸水能を有する超吸収性ポリマーと、
を含む、局所化粧組成物。
【請求項２】
　前記レチノイドが、０．０００１重量％～２重量％で存在する、請求項１に記載の化粧
組成物。
【請求項３】
　化粧組成物が包装されたときから、前記包装された化粧組成物が開封されるまでの間に
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、前記レチノイドの２５％未満が分解する、請求項１または２に記載の化粧組成物。
【請求項４】
　前記超吸収性ポリマーが、２μｍ～１００μｍの乾燥数平均粒径を有する、請求項１～
３のいずれか一項に記載の化粧組成物。
【請求項５】
　タンパク質、ゼオライト、ペプチド、皮膚美白剤、日焼け止め活性物質、テルペンアル
コール、抗酸化剤、フラボノイド、日焼け活性物質、及びこれらの組み合わせからなる群
から選択される、スキンケア活性物質を更に含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の
化粧組成物。
【請求項６】
　前記化粧組成物が、日焼け止め活性物質を含み、前記超吸収性ポリマーが、２μｍ～１
００μｍの乾燥数平均粒径を有する、請求項１～５のいずれか一項に記載の化粧組成物。
【請求項７】
　皮膚の外観を改善する化粧方法であって、
　ａ．外観の改善が所望される皮膚の標的部分を特定することと、
　ｂ．請求項１～６のいずれか一項に記載の化粧組成物を、哺乳動物のケラチン性組織の
前記標的部分に局所的に塗布することと、
を含む、方法。
【請求項８】
　前記化粧組成物が、日焼け止め活性物質を含み、前記超吸収性ポリマーが、２μｍ～１
００μｍの乾燥数平均粒径を有する、請求項７に記載の方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、レチノイドを含有する安定したパーソナルケア組成物に関する。よ
り具体的には、本発明は、安定したレチノイドを含有する水中油型エマルションの形態の
パーソナルケア組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　消費者にとって現在利用可能な多くのパーソナルケア製品は、主として、皮膚及び／又
は毛髪の健康及び／又は外観を改善することを対象としている。例えば、典型的には皮膚
の老化又はヒトの皮膚に対する環境によるダメージに関連する皮膚のしわ及び他の組織構
造の変化を遅らせ、最少化し、又は更には取り除くことを目的として利用可能な種々の局
所スキンケア製品が存在する。少なくとも一部の人々にとっては、皮膚の小じわ及びしわ
は、若さの消失を思い出させるものである。結果として、若さを意識した社会において、
しわ取りは急成長ビジネスとなった。治療は、美容クリーム及び保湿剤から多様な美容外
科形態に至るまでの範囲に及ぶ。
【０００３】
　皮膚ローション及びクリームなどのパーソナルケア製品が、皮膚の外観を改善するため
のビタミン、ビタミン誘導体、又は他の活性成分を含むことは珍しいことではない。例え
ば、レチノールとも称されるビタミンＡは、皮膚の健康及び／又は外観の利益を提供する
ために、局所スキンケア組成物において使用することが知られている。ビタミンＡは、そ
の誘導体と共に、一般に「レチノイド」と称される化合物群を形成する。かつて、レチノ
イドは、主に座瘡の治療に使用された。より最近では、レチノイドは、光によって老化し
た皮膚及び／又は本質的に老化した皮膚の治療にも使用されている。レチノイドは、望ま
しい皮膚の健康及び／又は外観の利益を提供することができるが、レチノール及びレチノ
イン酸などのいくつかのレチノイドは、皮膚刺激と関連付けられている。結果として、レ
チノール及びレチノイン酸と比較して、皮膚上でより穏やかであることが示されている、
酢酸レチニル及びパルミチン酸レチニルなどのレチニルエステルが、スキンケア組成物に
含まれることがある。しかしながら、これらのより穏やかな形態のレチノイドは、レチノ
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ール又はレチノイン酸と同じ利益（複数可）（例えば、剥離）又は利益レベルを提供しな
い場合がある。
【０００４】
　レチノイドはまた、望ましくない反応性を有し、かつ分解されやすい可能性があり、所
望の製品貯蔵寿命よりも短い製品貯蔵寿命につながる（例えば、製品の黄変又は酸性化）
。いくつかの既知の分解源としては、酸化、光曝露（例えば、紫外線）、及び熱（例えば
、４０℃以上の温度）が挙げられる。したがって、パーソナルケア組成物中のレチノイド
の分解を最小限に抑えるために、追加の処理工程及び／又は包装上の制約が必要とされる
場合がある。例えば、酸素を含まない環境における注意深い処理、酸素不透過性包装の使
用、並びに／又は組成物に添加される１つ以上の抗酸化剤及び／若しくはキレート剤の含
有は、レチノイド分解の量及び／若しくは速度を少なくとも部分的に緩和することができ
る。しかしながら、特別な包装及び処理工程は、必ずしも実用的又は経済的ではない。ま
た、実施される場合であっても、そのような工程は、レチノイド分解の問題を好適に緩和
するには十分ではない場合がある。
【０００５】
　レチノイドを含有するパーソナルケア製品を配合するとき、製品は、審美的に心地良く
、意図されるように活性成分を送達し、好適な安定性を示すべきである。場合によっては
、このようなレチノイド含有組成物は、水中油型（「Ｏ／Ｗ」）エマルション系の形態で
あり、レチノイドは、主に油相内に保有され、油溶性抗酸化剤による酸化から保護される
。例えば、米国特許第３，９０６，１０８号、同第４，４６６，８０５号、及び同第４，
２４７，５４７号を参照のこと。油中水型（Ｗ／Ｏ）エマルションと比較すると、Ｏ／Ｗ
エマルションは、油っぽい感触が低く、他のそのようなエマルション製品とより適合性が
あり、閉塞性が低く、皮膚からの除去がより容易であり、より審美的に好ましく、及び／
又は製造にとってより経済的であると考えられることがある。しかしながら、このような
組成物中のレチニルエステルは、その活性を急速に失い、有効でない化学形態に酸化又は
異性化することが示されている。したがって、有益な効果を提供するために実際に利用可
能なレチノイドの量は、許容できないほど短い時間で、有効ではない量まで、最終的には
わずか微量にまで減少する。国際公開第９３／０００８５号を参照のこと。
【０００６】
　Ｏ／Ｗエマルション系におけるレチノイド安定性の欠如を克服するために、いくつかの
製造業者は、例えば、米国特許第４，８２６，８２８号及び米国特許第４，７２０，３５
３号、欧州特許第０，３４３，４４４号及び欧州特許第０，３３０，４９６号に記載され
ているような油中水型エマルション系に転向した。しかしながら、追加の油溶性抗酸化剤
を有するか、又は有しないＷ／Ｏエマルションの使用は、好適なレチノイド安定性を依然
として提供しない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許第３，９０６，１０８号
【特許文献２】米国特許第４，４６６，８０５号
【特許文献３】米国特許第４，２４７，５４７号
【特許文献４】国際公開第９３／０００８５号
【特許文献５】米国特許第４，８２６，８２８号
【特許文献６】米国特許第４，７２０，３５３号
【特許文献７】欧州特許第０，３４３，４４４号
【特許文献８】欧州特許第０，３３０，４９６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、水中油型エマルションの形態の安定したレチノイド含有スキンケア組成物
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を提供することが望ましいであろう。皮膚を刺激しない安定したレチノイド含有スキンケ
ア組成物を提供することもまた、望ましいであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　哺乳動物のケラチン性組織への局所適用を目的とするパーソナルケア組成物が本明細書
に提供される。パーソナルケア組成物は、Ｏ／Ｗエマルションの形態の皮膚科学的に許容
可能な担体と、レチノイドと、油であって、油とプロピオン酸レチニルとの重量比が、約
５：１～約５０：１である、油と、乳化剤であって、油と乳化剤との重量比が、約４：１
～約５０：１である、乳化剤と、脂肪アルコールであって、脂肪アルコールと乳化剤との
比率が、約１：１～約１１：１である、脂肪アルコールと、を含む。本明細書では、治療
を必要とする哺乳動物のケラチン性組織の標的部分に、又は治療が所望される哺乳動物の
ケラチン性組織に上述の組成物を局所的に塗布することによって、哺乳動物のケラチン性
組織の状態を調節する方法も提供される。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発見の前に、水型エマルション系においてレチノイド、特にレチニルエステルを安定
化させることは問題であった。驚くべきことに、特定の油及び／又はシリコーン流体（例
えば、カプリル酸／カプリン酸トリグリセリド及びシクロメチコン／ジメチコンなどの脂
肪酸エステル及び／又はシリコーン流体）は、特に乳化剤、脂肪アルコール及び／又は膨
潤性ポリマーと特定の比率で組み合わせたとき、Ｏ／Ｗエマルション系中のレチノイドを
安定化させるのに役立ち得ることが見出された。特に、このような脂肪酸及びレチノイド
をＯ／Ｗエマルション中に特定の比率で含むことにより、レチノイドの安定性を改善する
ことができる。
【００１１】
　本明細書のパーソナルケア組成物は、良好な安定性を示す。製品の安定性を測定するた
めに、特定の安定性基準を確立することができる。このような基準は、所与の温度で所与
の時間後にパーソナルケア製品中に残存するレチノイドの割合（質量）に基づき得る。例
えば、０．１％のレチノールを製品に加え、４０℃で４週間保存した後に０．０８７％の
レチノールが残存している場合、このような製品は、４０℃で４週間保存した後に元のレ
チノールの８７％が残存していると言われる。
【００１２】
　貯蔵寿命試験などの安定性試験を使用して、パーソナルケア組成物の安定性を評価する
こともできる。所与の組成物中のレチノイドの安定性を評価するために、組成物は、酸素
の自由な流れを制限した容器（例えば、アルミニウム管、積層チューブ、ガラスジャー、
ＨＤＰＥジャー、ＰＰジャー、ＨＤＰＥポンプ）に入れられ、４０℃の一定温度で１２週
間保存され得る。レチノイドの消失割合は、経過時間後に測定することができる。
【００１３】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用される単数形「ａ」、「ａｎ」、及び
「ｔｈｅ」は、文脈が明らかに他の意味を示さない限り、複数形も含むものとする。特記
のない限り、本明細書に開示される全ての百分率は、組成物全体の重量によるものである
。別途記載のない限り、全ての比は重量比である。有効桁の数は、表示された量に対する
限定を表すものでも、測定値の精度に対する限定を表すものでもない。特に別途記載のな
い限り、全ての数量は、単語「約」によって修飾されるものと理解される。全ての測定は
、２５℃かつ周囲条件で行われるものと理解される。ここで「周囲条件」とは、約１気圧
及び相対湿度約５０％の条件を意味する。列挙された成分に関連する重量は、全て、活性
レベルに基づいており、別途記載のない限り、市販の材料に含まれ得る担体又は副生成物
を含まない。全ての数値範囲は、これより狭い範囲を含む。区切られた上下の範囲限界は
、明示的に区切られていない更なる範囲を作る上で互換性がある。
【００１４】
　本発明の組成物は、本明細書に記載の必須成分及び任意選択的成分を含む、それらから
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本質的になる、又はそれらからなることができる。本明細書で使用するとき、「から本質
的になる」とは、組成物又は構成成分が、追加成分を含み得ることを意味するが、追加成
分が、特許請求される組成物又は方法の基本的かつ新規の特性を実質的に変えない場合に
限る。
【００１５】
　用語の定義
　「活性物質」は、ケラチン性組織及び／又はケラチン性組織の標的部分に塗布されると
、ケラチン性組織に利益又は改善をもたらす化合物を意味する。本明細書における活性物
質は、スキンケア活性物質、ヘアケア活性物質、又はこれらの組み合わせであり得る。
【００１６】
　組成物に関連して使用される「塗布する」又は「塗布」は、本発明の組成物を表皮など
のヒトの皮膚表面上に塗布又は拡げることを意味する。
【００１７】
　「誘導体」は、互いに同様であるが、特定の官能性部分（例えば、エステル、エーテル
、アミド、アミン、カルボン酸、ヒドロキシル、アセチル、チオール、ハロゲン、チオー
ル、及び／又は関連分子の塩誘導体）が異なっている分子を意味する。
【００１８】
　「皮膚科学的に許容可能な」とは、皮膚科学的に許容可能であると記述されている組成
物又はそれらの構成要素が、過度の毒性、不適合性、不安定性、アレルギー反応などを有
さず、哺乳動物のケラチン性組織と接触させて用いるのに好適であることを意味する。
【００１９】
　「有効な量」は、ケラチン性組織にプラスの効果（例えば、本明細書に開示する利益を
独立して、又は組み合わせて含む、健康、外観及び／又は感触の利益）を明白に誘発する
のに十分であるが、但し深刻な副作用を避ける（すなわち、当業者の通常の判断の範囲内
で妥当な効果対リスク比を提供する）のに十分に低い化合物又は組成物の量を意味する。
レチノイドの有効量は、一連の治療期間にわたってパーソナルケア組成物で局所的に塗布
されるとき、哺乳動物のケラチン性組織の所望の状態を調節するのに十分な量である。
【００２０】
　「ヘアコンディショニング剤」は、毛髪にコンディショニング効果をもたらすカチオン
性界面活性剤、高融点脂肪族化合物、シリコーン化合物、及びこれらの混合物を含む。ヘ
アコンディショニング剤を含むヘアケア組成物は、「ヘアコンディショナ」と称される場
合がある。しかしながら、シャンプーにもヘアコンディショニング剤が含まれてもよいこ
とを理解されたい。
【００２１】
　「ケラチン組織」は、哺乳類の最も外側の保護カバーとして配設されたケラチン含有層
を指し、これには、皮膚、毛髪、爪、キューティクルなどが挙げられるが、これらに限定
されない。
【００２２】
　「パーソナルケア組成物」は、哺乳動物のケラチン性組織（例えば、皮膚、毛髪、指爪
）の状態を調節するための局所組成物を意味する。パーソナルケア組成物のいくつかの非
限定的な例としては、スキンクリーム、ローション及びセラム；髭剃り用組成物；ボディ
ソープ；脱臭剤及び制汗剤、シャンプー；コンディショナ；これらの組み合わせなどが挙
げられる。
【００２３】
　本明細書で使用される場合、「哺乳動物のケラチン性組織の状態を調節する」とは、ケ
ラチン性組織の外観及び／又は感触を改善することを意味する。
【００２４】
　「レチノイド含有パーソナルケア製品」は、レチノイドを含有する任意のパーソナルケ
ア製品を指す。好ましいパーソナルケア製品としては、皮膚の状態を調節するために使用
される製品、更により好ましくは皮膚の老化の外観を低減すること、及び／又は皮膚座瘡
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の外観若しくは出現を低減するために使用される製品が挙げられる。本明細書のレチノイ
ド含有パーソナルケア製品はまた、顕著な（例えば、消費者が許容できない）皮膚刺激が
ないこと及び良好な審美性を示し得る。
【００２５】
　「皮膚老化の徴候」としては、外側へ視覚的にかつ触覚的に認知できる発現の全て、並
びに皮膚老化による任意の他のマクロな効果又はミクロな効果が挙げられるが、これらに
限定されない。このような徴候は、内因性因子又は外因性因子、例えば、時系列的老化及
び／又は環境によるダメージによって誘発又は引き起こされ得る。これらの兆候は、しわ
及び粗い深いしわ、皮膚の線、割れ目、隆起、大孔（例えば、汗腺、皮脂腺、又は毛嚢な
どのアネキシン構造に関連する）、又は凸凹若しくは粗さなどの質感の不連続性、皮膚弾
性の喪失（機能的皮膚エラスチンの喪失及び／又は不活性化）、たるみ（目の領域及び顎
の腫れを含む）、皮膚の堅さの喪失、皮膚の気密性の喪失、変形からの皮膚の回復の喪失
、変色（眼のくまを含む）、血色落ち、血色の悪さ、加齢によるシミ及びそばかすなどの
色素沈着した皮膚領域、角膜曲率、異常な分化、弾性線維症、コラーゲンの破壊、及び角
質層、真皮、表皮、皮膚血管系における他の組織学的変化（例えば、テラギエシア又は蜘
蛛血管）、並びに下層の組織、特に皮膚に近接した組織における他の組織学的変化を含む
が、これらに限定されないプロセスによって生じ得る。
【００２６】
　パーソナルケア組成物に含まれるレチノイドを指すとき、「安定した」とは、パーソナ
ルケア組成物中に存在するレチノイドの２５％未満（例えば、２０％未満、１５％未満、
１０％未満、又は更には５％未満）が、組成物が、その種類のパーソナルケア組成物が一
般的に経験する環境条件にさらされるとき（例えば、４０℃で２週間以上、１ヶ月以上、
２ヶ月以上、又は３ヶ月以上）、分解する（すなわち、例えば、酸化又はいくつかの他の
化学プロセスによって異なる化合物に化学的に変換される）ことを意味する。場合によっ
ては、レチノイドは、５０℃で２週間、４週間、又は更には８週間安定であり得る。レチ
ノイド安定性を決定する好適な方法は、ＨＰＬＣ法で、以下に更に詳細に記載される。
【００２７】
　「局所」とは、皮膚又は毛髪などの身体表面に塗布されることが意図される組成物を指
す。
【００２８】
　パーソナルケア組成物
　本明細書のパーソナルケア組成物は、安定した水中油型エマルションの形態の皮膚科学
的に許容可能な担体を含む。安定したＯ／Ｗエマルションは、連続した水相（典型的には
、水、水混和性液体、及び／又は水溶性材料を含む）と、分散した疎水性相（典型的には
、脂質、油、及び／又は油性材料を含む）とを含む。本明細書におけるＯ／Ｗエマルショ
ンは、１体積％～５０体積％（例えば、１体積％～３０体積％）の分散した疎水性相と、
１体積％～９８体積％（例えば、４０体積％～９０体積％）の連続した親水性相と、を含
んでもよい。エマルションはまた、Ｇ．Ｍ．Ｅｃｃｌｅｓｔｏｎ，Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ
ｎ　ｏｆ　Ｅｍｕｌｓｉｏｎ　Ｓｔａｂｉｌｉｔｙ　Ｔｈｅｏｒｉｅｓ　ｔｏ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　ａｎｄ　Ｓｅｍｉｓｏｌｉｄ　Ｏ／Ｗ　Ｅｍｕｌｓｉｏｎｓ，Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ
　＆　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ，Ｖｏｌ．１０１，１９９６年１１月，ｐｐ．７３～９２に
記載されるように、ゲルネットワークも含んでいてもよい。
【００２９】
　皮膚科学的に許容可能な担体は、他の構成要素（例えば、活性物質）が適切な濃度で皮
膚に送達されることを可能にする。したがって、担体は、粒子状物質のための希釈剤、分
散剤、溶媒などとして作用することができ、これは、適切な濃度で選択された標的上に適
用され、かつ均一に分布され得ることを確実とするのに役立つ。担体は、１つ以上の皮膚
科学的に許容可能な固体、半固体、又は液体の充填剤、希釈剤、溶剤、増量剤などを含有
し得る。担体は、固体、半固体、又は液体であってもよい。場合によっては、担体は、不
活性であってもよく、又はケラチン性組織に対するそれ自体の利益を提供することができ
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る。担体の濃度は、選択される担体及び組成物の構成要素の意図される濃度によって変化
し得る。
【００３０】
　本パーソナルケア組成物に使用される担体の種類は、組成物に所望される製品形態の種
類に依存する。本発明において有用な局所用組成物は、当該技術分野において既知のよう
な多種多様な製品形態に作製され得る。これらには、ローション、クリーム、ゲル、ステ
ィック、スプレー、軟膏、ペースト、ムース、及び化粧品（例えば、ファンデーション、
アイメイクアップ、着色又は非着色リップトリートメント、例えば、口紅などを含む、固
体、半固体、又は液体メークアップ品）が挙げられるが、これらに限定されない。これら
の製品形態は、溶液、エアロゾル、エマルション、ゲル、固体、及びリポソームを含むが
、これらに限定されない、いくつかの種類の担体を含んでもよい。
【００３１】
　本発明の担体は、皮膚科学的に許容可能な親水性希釈剤を含有する。本明細書で使用さ
れる場合、「希釈剤」は、組成物の粒子状物質を分散し、溶解し、又は別の方法で組み込
むことができる物質を含む。親水性希釈剤の非限定的な例は、水、有機親水性希釈剤、例
えば、低級一価アルコール（例えば、Ｃ１～Ｃ４）及び低分子量グリコール及びポリオー
ルであり、プロピレングリコール、ポリエチレングリコール（例えば、分子量２００～６
００ｇ／モル）、ポリプロピレングリコール（例えば、分子量４２５～２０２５ｇ／モル
）、グリセロール、ブチレングリコール、１，２，４－ブタントリオール、ソルビトール
エステル、１，２，６－ヘキサントリオール、エタノール、イソプロパノール、ソルビト
ールエステル、ブタンジオール、エーテルプロパノール、エトキシル化エーテル、プロポ
キシル化エーテル、及びこれらの組み合わせを含む。水は、特に好適な希釈剤である。本
組成物は、好ましくは約６０％～約９９．９９％の親水性希釈剤を含有する。
【００３２】
　本組成物は、当業者に既知である、Ｏ／Ｗエマルション系を含むパーソナルケア組成物
を製造する従来の方法によって作製され得る。
【００３３】
　レチノイド
　本明細書のパーソナルケア組成物は、安全かつ有効な量のレチノイドを含む。本明細書
で使用される場合、「レチノイド」は、ビタミンＡ又は皮膚内でビタミンＡの生物学的活
性を有するレチノール様化合物の全ての天然及び／又は合成類縁体、並びにこれらの化合
物の幾何異性体及び立体異性体を含む。例えば、レチノイドは、レチノールエステル（例
えば、パルミチン酸レチニル、酢酸レチニル及びプロピオン酸レチニルを含むレチノール
のＣ２～Ｃ２２アルキルエステル）、レチノールアルデヒド、レチナール、β－カロチン
、及び／又はレチノイン酸（全トランス型レチノイン酸及び／又は１３－シス－レチノイ
ン酸を含む）であってもよい。本組成物における使用のためのレチノイドの特に好適な例
は、プロピオン酸レチニル（「ＲＰ」）である。これらの化合物は当該技術分野において
周知であり、例えば、Ｓｉｇｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｓｔ．Ｌｏｕｉ
ｓ，ＭＯ）、Ｂｏｅｒｈｉｎｇｅｒ　Ｍａｎｎｈｅｉｍ（Ｉｎｄｉａｎａｐｏｌｉｓ，Ｉ
Ｎ）、ＢＡＳＦ（Ｍｔ．Ｏｌｉｖｅ，ＮＪ）及びＲｏｃｈｅ（Ｂａｓｅｌ，Ｓｗｉｔｚｅ
ｒｌａｎｄ）などの多くの供給元から市販されている。他の好適なレチノイドは、トコフ
ェリル－レチノエート［レチノイン酸のトコフェロールエステル（トランス－若しくはシ
ス－）、アダパレン｛６－［３－（１－アダマンチル）－４－メトキシフェニル］－２－
ナフトエ酸｝、及びタザロテン（エチル６－［２－（４，４－ジメチルチオクロマン－６
－イル）－エチニル］ニコチネート）である。レチノイドは、純粋な物質又は実質的に純
粋な物質として、又は天然（例えば、植物）原料からの好適な物理的単離及び／若しくは
化学的単離により得られた抽出物として、含まれてもよい。
【００３４】
　本組成物は、０．０００１％～２％（例えば、０．００５％～２％、０．０１％～１％
、又は更には０．０１％～０．５％）のレチノイドを含有してもよい。例えば、レチノー
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ルは、０．０１％～０．１５％で存在してもよく、レチノールエステル（例えば、プロピ
オン酸レチニル、酢酸レチニル、パルミチン酸レチニル）は、０．０１％～２％（例えば
、０．１％～０．５％又は０．２％～０．４％）で存在してもよく、レチノイン酸は、０
．０１％～約０．２５％で存在してもよく、並びに／又はトコフェリル－レチノエート、
アダパレン、及びタザロテンは、０．０１％～２％で存在してもよい。場合によっては、
２種類以上のレチノイドの混合物を使用してもよい。
【００３５】
　本明細書のパーソナルケア組成物中に存在するレチノイドは、安定している。パーソナ
ルケア組成物が所望の健康又は外観効果を提供するために、好適な量のレチノイド活性物
質を提供することが重要である。したがって、本組成物中のレチノイドの２５％未満（例
えば、２０％未満、１５％未満、又は更には１０％未満）が、組成物が製造業者によって
包装される時間と、パッケージが最初に消費者によって開封される時間との間で失われる
（すなわち、分解する）。レチノイドの消失量を決定する好適な方法を、以下に更に詳細
に記載する。
【００３６】
　油
　本組成物は、６～１１．５の親水性親油性バランス（ＨＬＢ）値を有する１％～５０％
の油を含む。油のＨＬＢ値は、レチノイド及び他の油溶性活性物質が確実に油中で完全に
可溶性であるのに役立ち、エマルション中の油滴の適切な分配を維持するのに役立つ。油
は、皮膚軟化剤（すなわち、皮膚の閉塞性を高めるために使用される水不混和性、油性又
はワックス状材料）であってもよいが、必ずしもそうである必要はない。理論によって制
限されることなく、特定の油は、内部の相の油滴に分配されるレチノイドを増加させるこ
とによって、Ｏ／Ｗエマルション中のレチノイドを安定化させるのを助けることができ、
それによって、エマルションの連続相中に存在するレチノイドと水との間の相互作用を低
減すると考えられる。したがって、好適な量の油が組成物中に存在し、他の成分に対する
油の比率が特定の範囲内にあることを確実にすることが重要であり得る。組成物中に過度
に多くの油が存在する場合、エマルションは不安定になり得、かつ／又は望ましくない消
費者性能（例えば、脂っぽい又はべとべとした感触、及び／若しくは皮膚浸透の低減）を
引き起こし得る。一方、組成物中に十分な油が存在しない場合、油／水界面における分配
が増加し、レチノイドの分解の増加及び／又はケラチン性組織へのレチノイドの浸透の低
減をもたらし得る。場合によっては、本組成物中の油とレチノイドとの重量比は、５：１
～５０：１（例えば、１５：１～３５：１、又は更には１８：１～３０：１）である。
【００３７】
　本組成物での使用に好適であり得る油のいくつかの非限定的な例は、カプリン酸／カプ
リル酸トリグリセリド、ココナッツ油、アルガン油、アボカド油、ホホバ油、モリンガ油
、大豆油、Ｂｕｔｙｒｏｓｐｅｒｍｕｍ　ｐａｒｋｉｉ（シア）ナッツ抽出物、Ｖｉｔｉ
ｓ　ｖｉｎｉｆｅｒａ（グレープ）種子油、Ｃｒａｍｂｅ　ａｂｙｓｓｉｎｉｃａ種子油
、Ｒａｐｈａｎｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ（ラディッシュ）種子抽出物、Ａｒｇａｎｉａ　ｓ
ｐｉｎｏｓｅ核油抽出物、Ｌｉｍｎａｎｔｈｅｓ　ａｌｂａ（メドウフォーム）種子油、
Ｔｒｉｔｉｃｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ（小麦）胚芽油、Ｏｌｅａ　ｅｕｒｏｐａｅａ（オリ
ーブ）果実油、水素化植物油、シアバターエチルエステル、キャノーラ油、ｃ１０～１８
トリグリセリド、水素化パーム油、水素化ココグリセリド、Ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ｐｅｐ
ｏ（カボチャ）種子油、ヒマワリ種子油、ローズヒップ油、ベニバナ油、ティーツリー油
、ラベンダー油、亜麻仁油、ココ酸イソアミル、カプリル酸フェノキシエチル、ペンタエ
リスリチルテトラエチルヘキサノエート、ペンタエリスリチルテトライソステアレート、
グリセレス－５ラクテート、ｃ１２～１５アルキルベンゾエート、ビス－フェニルプロピ
ルジメチコン、シクロペンタシロキサン、オクチルデカノール、ヘキシルデカノール、ウ
ンデシレン酸ヘプチル、酒石酸ジミリスチル、水素化ポリデセン、プロピレングリコール
リシノレート、ｐｅｇ－７ココエート、デシルテトラデカノール、イソプロピルラウロイ
ルサルコシネート、ミリスチン酸オクチルドデシル、アジピン酸ジイソオクチル、リンゴ
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酸ジイソステアリル、水素化ヒマシ油、スクアレン、イソヘキサデカン、ｐｐｇ－１５ス
テアリルエーテル、ミリスチン酸イソプロピル、フェニルトリメチコン、プロパンジオー
ルジイソステアレート、ジメチコン、ジカプリリルエーテル、サリチル酸オクチル、イソ
ステアリン酸イソプロピル、及びこれらの組み合わせである。例えば、ＢＡＳＦからＭＹ
ＲＩＴＯＬ　３１８として入手可能なカプリン酸／カプリル酸トリグリセリドは、本組成
物での使用に特に好適であり得る。
【００３８】
　乳化剤
　本組成物は、Ｏ／Ｗエマルションを安定化させるのを助けるために乳化剤を含む。乳化
剤は、非イオン性、アニオン性、又はカチオン性であってもよい。乳化剤のいくつかの非
限定的な例は、米国特許第３，７５５，５６０号、同第４，４２１，７６９号、及びＭｃ
Ｃｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ，Ｎｏ
ｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｅｄｉｔｉｏｎ，３１７～３２４ページ（１９８６）に開示
されている。乳化剤の特に好適な例は、セテアリルグルコシド／セテアリルアルコールで
あり、これはＢＡＳＦからＥＭＵＬＧＡＤＥ　６８として入手可能である。乳化剤は、組
成物の１重量％～１０重量％（例えば、２重量％～５重量％）で存在してもよい。本組成
物に使用するために選択される乳化剤（複数可）の量及び種類は、存在する油（複数可）
の種類及び量に基づいて変化し得る。場合によっては、本組成物は、４：１～５０：１（
例えば、５：１～３０：１、１０：１～２０：１、又は更には約１５：１）の油と乳化剤
との比率を有し得る。
【００３９】
　脂肪族アルコール
　本組成物は、脂肪アルコールも含む。脂肪アルコールは、組成物中の油溶性成分の皮膚
軟化剤、乳化剤、増粘剤、構造化剤及び／又は担持剤として機能し得る。本明細書で使用
する脂肪アルコールのいくつかの非限定例は、セチルアルコール、ステアリルアルコール
、セテアリルアルコール（例えば、Ｃｏｇｎｉｓ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎのＳＴＥＮＯ
Ｌ　１８２２）、ベヘニルアルコール（例えば、Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
からのＬＡＮＥＴＴＥ　２２）、アラキジルアルコール、リグノカルアルコール、及びこ
れらの組み合わせである。本明細書で使用する脂肪アルコールの特に好適な例は、乳化剤
として使用されるセテアリルアルコールである。
【００４０】
　理論によって制限されることなく、乳化剤、脂肪アルコール及び溶媒の組み合わせは、
レチノイド／油の液滴が形成される層状液晶ゲルネットワークを生成すると考えられる。
したがって、本組成物において、乳化剤と脂肪アルコールとの好適な比率を提供して、レ
チノイドと反応するのに利用可能な水をより少なくするより強い層状ゲルネットワーク／
液晶を生成することが重要であり得る。したがって、本明細書における乳化剤と脂肪アル
コールとの重量比は、典型的には、１：１１～１：１（例えば、１：１０～３：５）であ
る。
【００４１】
　本明細書のパーソナルケア組成物は、組成物中の水に結合するように作用する水膨潤性
材料を含んでもよい。パーソナルケア組成物中の水の一部を結合させることにより、水と
レチノイドとの間の相互作用を低減することができる。本組成物に使用するための水膨潤
性材料は、天然又は合成（例えば、水膨潤性粘土及び超吸収性ポリマー）であってもよい
。水膨潤性材料は、組成物の０．０１重量％～５重量％で存在し得る。
【００４２】
　場合によっては、水膨潤性材料は、多数の粒子として組成物の水相中に存在する超吸収
性ポリマー（「ＳＡＰ」）である。膨潤したとき、ＳＡＰは、本組成物の塗布中に、軽く
、冷たく、絹のような感触を提供することができる。ＳＡＰ粒子は、乾燥数平均粒径が１
００μｍ以下（例えば、５０μｍ以下）、例えば、２μｍ～１００μｍであり、中央粒径
が２５であってもよく、又は更に２μｍ～４０μｍの範囲であり、中央粒径が１２であっ
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てもよい。ＳＡＰ粒子は、それ自体の重量の２０～２０００倍の範囲の吸水能（すなわち
、吸収性ポリマー１グラムあたり２０ｇ～２０００ｇの水を吸収）、例えば、３０～１５
００倍、５０～１０００倍、又は更に４００倍の吸水能を有していてもよい。本明細書の
ＳＡＰ粒子の吸水特性は、蒸留水の標準温度及び圧力条件で定義される。例えば、本明細
書におけるＳＡＰの吸水能の値は、０．５ｇのポリマー（複数可）を１５０ｇの蒸留水に
分散させ、２０分間待ち、吸収されなかった溶液を１５０μｍのフィルタを通して２０分
間濾過し、吸収されなかった水を秤量し、ポリマーによって吸収された量を決定すること
によって決定することができる。％）。場合によっては、ＳＡＰの１％蒸留水溶液の粘度
は、ｐＨ４で２０～３０Ｐａｓ（例えば、２２～２９Ｐａｓ）の範囲、ｐＨ７で２３～２
８Ｐａｓの範囲である。
【００４３】
　水和されると、本組成物に使用するのに好適なＳＡＰ粒子は膨潤し、１０μｍ～１５０
μｍ（例えば、２０μｍ～１３０μｍ、３０μｍ～１２０μｍ、４０μｍ～１００μｍ、
５０μｍ～９０μｍ、又は更には約７０μｍ）の数平均直径を有する比較的軟質のビーズ
を形成する。膨潤したＳＡＰ粒子の数平均直径を決定する好適な方法は、以下に更に詳細
に記載される。組成物の相分離前後の水相の液滴及び球径が所望の大きさになるように、
ＳＡＰの膨潤粒径を調整することが重要であり得る。ＳＡＰの膨潤粒径を調整する好適な
方法は、当該技術分野において既知である。
【００４４】
　本明細書での使用に好適であり得るＳＡＰのいくつかの非限定的な例は、Ａｖｅｃｉａ
によるＯｃｔａｃａｒｅ（商標）Ｘ１００、Ｘ１１０及びＲＭ１００；ＳＮＦによるＦｌ
ｏｃａｒｅ（商標）ＧＢ３００及びＦｌｏｓｏｒｂ　５００；ＢＡＳＦによるＬｕｑｕａ
ｓｏｒｂ（商標）１００３、１０１０、１１００及び１２８０；Ｇｒａｉｎ　Ｐｒｏｃｅ
ｓｓｉｎｇによるＷａｔｅｒ　Ｌｏｃｋ（商標）Ｇ４００及びＧ４３０（ＩＮＣＩ名：ア
クリルアミド／アクリル酸ナトリウムコポリマー）；Ｓｕｍｉｔｏｍｏ　Ｓｅｉｋａによ
るＡｑｕａ　Ｋｅｅｐ（商標）１０　ＳＨ　ＮＦ、Ａｑｕａ　Ｋｅｅｐ　１０　ＳＨ　Ｎ
ＦＣ、アクリル酸ナトリウムクロスポリマー－２として販売されるものなどの架橋ポリア
クリル酸ナトリウム；アクリル系ポリマー（ホモポリマー又はコポリマー）によってグラ
フト化されたデンプン、特に、ポリアクリル酸ナトリウムによってグラフト化されたデン
プン（ＩＮＣＩ名：ポリアクリル酸ナトリウムデンプン）、例えば、Ｓａｎｙｏ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　ＩｎｄｕｓｔｒｉｅｓによるＳａｎｆｒｅｓｈ（商標）ＳＴ－１００Ｃ、Ｓ
Ｔ１００ＭＣ及びＩＭ－３００ＭＣとして販売されているもの；アクリル系ポリマー（ホ
モポリマー又はコポリマー）によってグラフト化された加水分解デンプン、特に、アウク
リロアクリルアミド／アクリル酸ナトリウムコポリマーによってグラフト化された加水分
解デンプン（ＩＮＣＩ名：デンプン／アクリルアミド／アクリル酸ナトリウムコポリマー
）、例えば、Ｇｒａｉｎ　ＰｒｏｃｅｓｓｉｎｇによるＷａｔｅｒ　Ｌｏｃｋ（商標）Ａ
－２４０、Ａ－１８０、Ｂ－２０４、Ｄ－２２３、Ａ－１００、Ｃ－２００及びＤ－２２
３として販売されるものである。ＳＡＰの特に好適な例は、Ｋｏｂｏ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ
，Ｉｎｃ．から供給されるＭａｋｉｍｏｕｓｓｅ（商標）１２及びＭａｋｉｍｏｕｓｅ（
商標）２５である。
【００４５】
　本組成物は、任意成分（複数可）が製品安定性、審美性又は性能を過度に変化させない
限り、パーソナルケア組成物に使用することが知られている様々な任意成分を含んでもよ
い。組成物中に組み込まれる場合、任意の成分は、通常の判断の範囲内で、過度の毒性、
不適合性、不安定性、アレルギー反応性などを伴わず、ヒトのケラチン性組織に接触させ
て用いるのに好適でなければならない。ＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅ
ｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，Ｓｅｃｏｎｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（１９９２）は、多種多様な非
限定的な化粧品及び医薬成分を記載している。本明細書の組成物は、組成物の重量の約０
．０００１％～約５０％、約０．００１％～約２０％、又は代替的に約０．０１％～約１
０％の任意成分であってもよい。任意成分のいくつかの非限定的な例としては、研磨剤、
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吸収剤、不透明化剤、着色料／着色剤（例えば、顔料、染料及びレーキ）、粒子、精油、
固化防止剤、発泡剤、消泡剤、油制御剤、結合剤、生物学的添加剤、ビタミン、ミネラル
、ペプチド、糖アミン、フラボノイド化合物、抗酸化剤、防腐剤、フィトステロール、プ
ロテアーゼ阻害剤、チロシナーゼ阻害剤、剥離剤、皮膚美白剤、サンレスタンニング剤、
増粘剤、ｐＨ調整剤、抗座瘡活性物質、抗セルライト活性物質、抗しわ活性物質、植物ス
テロール及び／又はフィトステロール、Ｎ－アシルアミノ酸化合物、抗菌剤、抗真菌剤、
保湿剤、皮膚軟化剤、保湿剤、潤滑剤、芳香剤、抗ふけ剤、緩衝剤、増量剤、キレート剤
、殺生物剤、変性剤、収斂剤、外部鎮痛剤、抗炎症剤、日焼け止め剤、フィルム形成剤、
及び／又は組成物の被膜形成特性及び持続性を補助するためのポリマー、噴射剤、還元剤
、封鎖剤、コンディショニング剤（例えば、米国特許第７，４６５，４３９号、同第７，
０４１，７６７号及び同第７，２１７，７７７号を参照されたい）、並びにこれらの組み
合わせが挙げられる。皮膚コンディショニング剤のいくつかの非限定的な例は、米国特許
公開第２０１０／０２７２６６７号及び同第２００８／０２０６３７３号、並びに米国特
許第８，７９０，７２０号に見出すことができる。
【００４６】
　使用方法
　本明細書のパーソナルケア組成物は、良好な安定性を維持しながら皮膚及び／又は毛髪
の状態を調節するのに有用である。皮膚の状態を調節することは、皮膚上の小じわ及び／
又はしわの外観を低減することと、目の下の目袋及びくまの外観を低減すること、たるみ
のある皮膚、瘢痕／跡、くぼみ、孔、ストレッチマーク、粗さ、皮膚表面の汚れ、渋線、
表情線、しわ、汚れ、光によるダメージ、裂け目及び／又は凸凹を低減することが挙げら
れる。皮膚の状態を調節することはまた、座瘡の発生及び／又は外観を低減することを含
む。
【００４７】
　使用方法は、治療を必要とするか、及び／又は治療が所望されるケラチン性組織の標的
部分（例えば、額、口周囲、顎、眼窩、鼻、及び／若しくは頬などの顔の皮膚表面）を特
定することと、安全かつ有効な量の本組成物を、その皮膚の標的部分に適用することと、
を含んでいてもよい。化粧品用活性成分（複数可）は、活性剤を化粧組成物に組み合わせ
るための従来の方法を使用して、本組成物に組み込まれてもよい。理論に束縛されること
を意図するものではないが、治療を必要とするか、又は治療が所望されるケラチン性組織
の標的部分への有効量の本組成物の塗布によって、一連の治療期間にわたって所望の外観
の利益を与えることができると考えられる。
【００４８】
　治療期間は、本組成物中の化粧品用活性成分（複数可）が、ケラチン性組織の標的部分
に所望の利益を提供する（例えば、外観を改善し、保湿を増加させる）のに十分な時間で
あるべきである。治療期間は、少なくとも１週間（例えば、約２週間、４週間、８週間、
又は１２週間）持続し得る。場合によっては、治療期間は、数ヶ月（すなわち３～１２ヶ
月）又は数年にわたってもよい。場合によっては、少なくとも２週間、４週間、８週間、
又は１２週間の治療期間中に、週の大半の日数（例えば、少なくとも週に４日間、５日間
又は６日間）にわたって、少なくとも１日に１回、又は更には１日に２回組成物を塗布し
得る。
【００４９】
　組成物を塗布する工程は、局部的塗布により行うことができる。組成物の塗布に関して
、「局部的な」、「局部的」、又は「局部的に」という用語は、治療が所望されないケラ
チン性表面への送達を最小限にしつつ、組成物が標的領域（例えば、皮膚の色素沈着した
部分）に送達されることを意味する。場合によっては、本組成物は、ある皮膚領域に塗布
し、軽くマッサージしながら擦り込むことができる。組成物又は皮膚科学的に許容可能な
担体の形態は、局部的塗布が容易となるように選択されるべきである。本明細書における
ある実施形態は、組成物をある領域に局部的に塗布することを想到しているが、本明細書
における組成物は、１つ以上の皮膚表面に更に広く又は広範に塗布され得ることが理解さ



(12) JP 6864094 B2 2021.4.21

10

20

30

40

50

れよう。
【００５０】
　本組成物は、手若しくは指で擦り込む、こする、若しくは軽くはたくことによって、又
は器具及び／若しくは送達を向上させるデバイスによることを含む、種々の方法によって
、塗布してもよい。用具の非限定的な例として、スポンジ又は先端がスポンジのアプリケ
ータ、モップ（例えば、先端が綿のモップ）、任意に発泡体又はスポンジアプリケータを
含むペン、ブラシ、拭取り布、及びこれらの組み合わせが挙げられる。送達を向上させる
デバイスの非限定的な例としては、磁気エネルギー、機械エネルギー、電気エネルギー、
超音波エネルギー、及び／又は他のエネルギーデバイスが挙げられる。場合によっては、
本組成物を皮膚上に広げて、油相からの水相の分離を促進することができる。水相と油相
とが分離したとき、組成物がケラチン性組織上に残されてもよい。代替的に、本組成物は
、ケラチン性組織に擦り込む前に、皮膚上に５秒、１０秒、３０秒、又は１分間皮膚上に
留まることができる。
【００５１】
　ＨＰＬＣ法
　この方法は、組成物中のＲＰ消失量を決定するための好適な手段を提供する。
【００５２】
　十分な量の試験組成物を、４０℃、相対湿度２５％に設定された制御された環境チャン
バ／室内に１ヶ月間定置する。１ヶ月後、試料を制御された環境から取り出し、室温（２
１℃±２℃）で２４時間かけて平衡化し、次いで、化学分析の準備が整うまで５℃の冷蔵
庫に定置する。レチノイドは、感光性であり、直接光に曝露されるべきではないことに留
意されたい。全ての試験組成物は、サンプリング前に十分に混合される。
【００５３】
　ＲＰ消失量は、以下のように、ＨＰＬＣ（均一濃度溶出）によって％（ｗ／ｗ）基準で
決定される。ＨＰＬＣカラム（複数可）は、従来の慣行に従って調整される。
【００５４】
　クロマトグラフィ条件
　１．カラム：Ｃ１８（５ミクロン）、２５０ｍｍ×４．６ｍｍ
　２．移動相（溶出液）：メタノール／２－プロパノール（７０／３０ｖ／ｖ）
　３．カラム温度：約２５℃（周囲）
　４．ＵＶ波長：２８０ｎｍ
　５．注入容積：２０マイクロリットル
　６．流速：１．０ｍＬ／分
　７．運転時間：約２２．０分
　８．ＲＰ保持時間：６分
【００５５】
　水相の調製
　メタノール７００ｍＬを２－プロパノール３００ｍＬと混合することにより、１Ｌの移
動相（溶出液）を調製する。
【００５６】
　外部標準の調製（使用日に新しく調製する）
　２５ｍｌの琥珀色フラスコ内で、プロピオン酸レチニル２５ｍｇを移動相１０ｍＬに溶
解させる。ＲＰが光に曝露することを回避する。移動相で体積に希釈する。５．０ｍＬの
アリコートを５０ｍＬの琥珀色フラスコに移し、移動相で体積に希釈する。よく混合する
。好適な０．４５マイクロメートルフィルタ（例えば、Ｗｈａｔｍａｎ　ＧＤ／Ｘ）を使
用して、約１ｍＬの外部標準を、琥珀色のＨＰＬＣ試料バイアルへと濾過する。
【００５７】
　ＨＰＬＣ試料の調製
　１ｃｃのツベルクリン注射器を使用して、５００ｍｇの試料組成物を秤量し、２５ｍＬ
の琥珀色のメスフラスコに移す。移動相１０ｍＬを添加し、２分間、又は製品が完全に分
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フィルタ（例えば、Ｗｈａｔｍａｎ　ＧＤ／Ｘフィルタユニット）を使用してオートサン
プラバイアルに約１ｍＬを濾過する。記載した条件を用いて、２０回の注入を行う。
【００５８】
　（Ａ）／（Ｂ）×（Ｂ）／（Ｗ）×（ＤＦ）×１００＝プロピオン酸レチニル（％ｗ／
ｗ）
　式中、
　Ａ＝試料のプロピオン酸レチニルのピーク面積
　Ｂ＝較正用のプロピオン酸レチニルのピーク面積
　Ｃ＝ｍｇ単位でのプロピオン酸レチニル標準重量
　Ｗ＝試料の重量（ｍｇ）
　ＤＦ＝希釈係数（例えば、０．１）
【００５９】
　エマルション安定性
　この方法は、エマルションが相分離（すなわち、安定性の欠如）を示すかどうかを判定
する好適な方法を提供する。この方法では、４０℃／２５％　ＲＨで１ヶ月後に試験組成
物中で相分離が生じるかどうかを視覚的に評価することによって、エマルション安定性を
判定する。相分離は、一般に、組成物中の「透明」層として現れる。
【実施例】
【００６０】
　実施例１－処方
　表１Ａ及び１Ｂは、本パーソナルケア組成物の様々な例を示す。実施例１～１６の組成
物を以下のように作製する：相Ａ成分を好適な混合容器に添加し、混合しながら７５℃ま
で加熱する。相Ｂ成分を別個の容器に添加し、混合しながら５０℃まで加熱する。相Ｃ成
分を別個の容器に添加し、混合する。相Ｄ成分を別個の容器に添加し、混合する。各相を
均質になるまで混合する。好適なミキサー（例えば、プロペラミキサー）で混合しながら
相Ａを相Ｂに添加し、次いで相Ｃを添加する。１分間混合し続ける。相Ａ／Ｂ／Ｃ混合物
を、ＴｅｋｍａｒミルＴＫ－２５又は同等物を用いて、９０００～１１０００ＲＰＭで２
～３分間粉砕する。ミルをプロペラミキサーに置き換え、混合を継続しながら、相Ｄを組
成物に添加する。混合を継続しながら、４０～４５℃まで冷却する。組成物が約４２℃に
達したら、プロペラミキサーをミルに置き換え、バッチを９，０００～１１，０００ｒｐ
ｍで２～３分間粉砕する。バッチを最終容器に移す。
【００６１】
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【表１】

【００６２】
【表２】

【００６３】
　実施例２－安定性
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　この実施例は、本組成物の改善された安定性を示す。表１Ａ及び１Ｂの実施例Ａ～Ｏを
試験して、ＲＰ分解及びエマルション安定性を測定した。温度は、パーソナルケア組成物
が典型的な製造、輸送、及び／又は保管状態の間に曝露される最高平均温度に基づいて選
択される。この実施例で使用されるレチノイドは、プロピオン酸レチニル（「ＲＰ」）で
ある。安定性試験の結果を表２にまとめる。
【００６４】
【表３】

【００６５】
　表２に示すように、組成物は全て安定したエマルション系を有するように見える。この
データはまた、ＲＰ安定性が、油とＲＰとの重量比に正比例することも示唆する。
【００６６】
　本明細書で開示する寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限られるとして理解
されるべきではない。その代わりに、特に指示がない限り、このような寸法はそれぞれ、
列挙された値とその値を囲む機能的に同等な範囲との両方を意味することが意図されてい
る。例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味するものとす
る。
【００６７】
　相互参照される又は関連する全ての特許又は特許出願、及び本出願が優先権又はその利
益を主張するいかなる特許出願又は特許も含む、本明細書に引用される全ての文書は、除
外又は限定することを明言しない限りにおいて、参照によりその全容が本明細書に組み込
まれる。いかなる文献の引用も、本明細書中で開示又は特許請求される任意の発明に対す
る先行技術であるとはみなされず、あるいはそれを単独で又は他の任意の参考文献（単数
又は複数）と組み合わせたときに、そのような発明全てを教示、示唆、又は開示するとは
みなされない。更に、本文書における用語の任意の意味又は定義が、参照することによっ
て組み込まれた文書内の同じ用語の意味又は定義と矛盾する場合、本文書におけるその用
語に与えられた意味又は定義が適用されるものとする。
【００６８】
　本発明の特定の実施形態を例示及び説明してきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱す
ることなく他の様々な変更及び修正を行うことができる点は当業者には明白であろう。し
たがって、本発明の範囲内に含まれるそのような全ての変更及び修正は、添付の特許請求
の範囲にて網羅することを意図したものである。
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